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女性アナウンサーと中・高校生が平和を願い朗読劇 
7 月 29 日（土曜日）午後 5 時、座・高円寺（杉並区高円寺北 2-1-2）では、『「ふ

るさとにかえりたい」マーシャルの海と第五福竜丸の軌跡』が開催されます。こ

のイベントを企画したのは、女性アナウンサーを中心に朗読などの活動をしてい

る「スイミー」で、戦争の記憶を風化させず次世代に語りつごうとするものです。

今回は、中学生や高校生も参加しての朗読劇です 

 

スイミーは、女性フリーアナウンサー8 名のメンバーで活動するグループで、

代表は杉並区在住の長谷川直子さんが務めています。活動は 2000 年 2 月で、その

当時、バブルの崩壊や神戸児童連続殺傷事件などの暗いニュースが多い中、自分

たちが得意とする朗読で、みんなの心を明るくしたいと考え、「朗読セラピー」を

始めました。こうした朗読活動は、多くの感動を生み、活動は朗読から平和事業

など幅を広げてきています。 

特に平和事業では、これまでも杉並区と共催で東京大空襲や広島原爆などをテ

ーマに、戦争の悲惨さや平和の尊さを伝えてきました。戦後 70 年以上が経過し、

戦争の記憶は風化しつつありますが、戦争や原爆のない社会の必要性を次世代に

伝えるため、今回は 中学生や高校生にも参加してもらうことにしました。 

 

第 1 部のオープニングでは、杉並区立泉南中学校放送演劇部の生徒たちが、昨

年、ＮＨＫ杯全国放送コンテスト・ラジオ番組部門で、優秀賞を獲得した番組「杉

並から世界へ」を紹介します。この作品は、第五福竜丸展示館を訪ね、60 年前の

原水爆禁止署名に、杉並区在住の署名を見つけたことをきっかけに興味を持ち、

米国が行ったビキニ環礁での水爆実験で日本の第五福竜丸が被爆し、食の安全を

心配した杉並区の女性たちの署名活動が、日本から世界に広がる原水爆禁止運動

につながったということ。しかし、いまだに核兵器はなくなっていないことを紹

介しています。 

そして、今回の第 1 部は、第五福竜丸事件の全容を綴ったオリジナル脚本を書

き下ろし、アナウンサーと中・高校生が一体となって朗読劇を完成させました。

舞台美術は、女子美術大学付属の高校生たちが大きな第五福竜丸を制作しました。 

第 2 部は、スイミーのアナウンサーによる「ふるさとに帰りたい」～リミヨお

ばあちゃんとヒバクの島～です。ビキニ環礁の水爆実験で、海も空もきれいに見

えるのに 63 年たっても島に戻れない島民の心情は、福島の方々と重なります。 

また今回は、ゲストに第五福竜丸の元乗組員大石又七さんを招き、被爆者とし

て今、伝えたいことを語っていただきます。スイミーの朗読会は、どの会場でも

大きな感動で胸が熱くなるとの声が届けられます。夏休み期間ですので、親子で

会場に足を運んでみてはいかがでしょうか。 

 

[問い合わせ先] 総務部広報課 電話 03-3312-2111（代表） 
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